
東
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会
は
６
月

12
日
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
を
訪
問
し
、
４
項
目
の
要
望

書
を
提
出
、
広
域
連
合
議
会
へ
２
件

の
陳
情
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

東
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会
か
ら
は
、

千
野
律
子
会
長
、
吉
岡
尚
志
副
会
長
、

菅
谷
正
見
事
務
局
長
が
参
加
。

広
域
連
合
か
ら
は
、
高
橋
昌
弘
総

務
課
長
、
渡
邉
英
基
総
務
係
が
対
応

し
ま
し
た
。

広
域
連
合
へ
の
要
望
（
４
点
）

①
75
歳
以
上
の
２
割
負
担
者
へ
の

「
配
慮
措
置
」
を
９
月
末
以
降
も
継

続
す
る
よ
う
、
国
へ
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
。

②
資
格
確
認
書
の
全
員
交
付
を
２
０

２
７
年
８
月
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
。

③
補
聴
器
購
入
費
用
に
健
康
保
険
が

適
用
さ
れ
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る

こ
と
。
ま
た
、
補
聴
器
助
成
制
度
に

対
す
る
区
市
町
村
へ
の
財
政
支
援
を

さ
ら
に
強
化
す
る
よ
う
東
京
都
に
働

き
か
け
る
こ
と
。

④
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

引
き
上
げ
を
白
紙
撤
回
し
、
自
己
負

担
限
度
額
を
引
き
下
げ
る
よ
う
、
国

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

広
域
連
合
議
会
へ
の
陳
情

（
２
件
）

一
、
75
歳
以
上
の
２
割
負
担
者
へ
の

「
配
慮
措
置
」
を
９
月
末
以
降
も
継

続
す
る
よ
う
、
国
へ
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
。

二
、
高
額
療

養
費
の
自
己

負
担
限
度
額

引
き
上
げ
を

白
紙
撤
回
す

る
よ
う
、
国

へ
意
見
書
を

提
出
す
る
こ

と
。

７
月
議
会
で
の
扱
い
検
討
へ

＊
＊
例
年
７
月
の
広
域
連
合
議
会
で

は
陳
情
等
が
扱
わ
れ
な
い
慣
行
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
「
配
慮
措
置
」

が
９
月
末
で
終
了
予
定
の
た
め
、
次

回
11
月
の
議
会
で
の
採
択
で
は
手
遅

れ
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
７
月
議

会
で
の
審
議
を
要
請
し
ま
し
た
。

＊
＊
広
域
連
合
か
ら
は
、
議
会
で
の

扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
の
方
向

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
は
７
月
末

に
区
政
会
館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
正
式
な
日
程
が
決
ま
り
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。(

菅
谷)

区
市
町
村
に

働
き
か
け
ま
し
ょ
う

75
歳
以
上
で
２
割
負
担
に
な
っ
た

人
に
、
負
担
増
が
１
か
月
に
合
計
３

０
０
０
円
を
超
え
た
場
合
、
越
え
た

額
を
返
す
「
配
慮
措
置
」
を
10
月
以

降
も
延
長
す
る
こ
と
、
高
額
療
養
費

の
患
者
負
担
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

案
は
白
紙
撤
回
す
る
こ
と
を
求
め
る

声
を
全
都
か
ら
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

区
市
町
村
か
ら
、
区
市
町
村
の
議

会
か
ら
、
政
府
に
意
見
書
が
集
中
す

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

東
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会
が
広
域

連
合
に
出
し
た
陳
情
書
、
要
望
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
ら
れ
ま
す
。

「
配
慮
措
置
」
の
陳
情
書
は
、

h
t
t
p
s
:
/
/
x
.
g
d
/
h
a
i
r
y
o

に

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
が
、h

t
t
ps
:
/
/
x
.
g
d
/
h
a
i

ry
o
2

に
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
版
が
あ
り
ま
す
。

「
高
額
療
養
費
」
の
陳
情
書
は
、

h
t
tp

s
:
/
/
x.

g
d
/
k
o
u
g
a
k
u

に
Ｐ
Ｄ

Ｆ
版
が
、h

t
t
ps
:
/
/
x.

g
d
/
k
o
u
g
a
k
u

2

に
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
版
が
あ
り
ま
す
。
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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配
慮
措
置
延
長
・
高
額
療

養
費
負
担
増
の
白
紙
撤
回

を
求
め
、
広
域
連
合
へ
要
請

７
月
３
日
告
示
・
20
日
投
開
票
で

参
院
選
が
行
わ
れ
ま
す
。
先
日
の
都

議
選
で
は
、
自
民
党
が
過
去
最
少
の

議
席
と
な
り
、
公
明
党
も
議
席
減
で
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
と
の
合
計
で
は
小

池
都
政
の
与
党
勢
力
は
大
き
く
後
退

し
ま
し
た
。

昨
年
の
総
選
挙
に
続
い
て
、
参
院

選
で
も
自
公
過
半
数
割
れ
、
さ
ら
に

は
、
そ
の
補
完
勢
力
と
い
わ
れ
る
維

新
・
国
民
民
主
の
議
席
減
が
起
こ
る

（
起
こ
せ
る
）
か
ど
う
か
が
焦
点
で

す
。自

民
党
政
治
は
い
ま
、
内
外
の
問

題
に
も
、
国
民
の
願
い
に
も
、
何
ら

応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
危
機
的
状

況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
に

多
く
の
国
民
が
苦
し
ん
で
い
る
の
に

無
為
無
策
で
あ
る
ば
か
り
か
、
医
療
・

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
切
り
捨
て
で

追
い
打
ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
国

連
憲
章
と
国
際
法
を
踏
み
に
じ
る
無

法
な
振
る
舞
い
に
対
し
、
何
一
つ
批

判
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

国
民
の
権
利
を
大
切
に
、
次
の

よ
う
な
要
求
を
掲
げ
、
闘
い
ま
し
ょ

う
。

①
消
費
税
減
税

大
企
業
・
富
裕
層

に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
財
源
と
す

る
。

②
賃
上
げ
・
中
小
企
業
へ
の
直
接
支

援
・
大
企
業
の
内
部
留
保
を
賃
上
げ

に
。

③
医
療
・
介
護
危
機
の
打
開

緊
急

の
国
費
投
入
で
医
療
崩
壊
を
止
め
、

医
療
従
事
者
の
待
遇
改
善
を
は
か
る
。

（
維
新
・
国
民
民
主
は
、
高
齢
者
医

療
を
削
れ
ば
若
い
世
代
の
手
取
り
が

増
え
る
、
と
世
代
間
分
断
を
煽
り
、

自
公
を
補
完
）

④
米
問
題

米
増
産
と
安
定
供
給
、

農
家
所
得
と
価
格
保
障
、
食
料
自
給

率
向
上
。
農
作
物
輸
入
自
由
化
路
線

廃
止
。

⑤
米
国
追
従
の
大
軍
拡
を
止
め
、
憲

法
９
条
を
活
か
す
平
和
外
交
樹
立
を
。

昨
年
の
総
選
挙
に
続
い
て

国
民
の
怒
り
を
示
そ
う
！



低
水
準
な
日
本
の
年
金

国
民
年
金
保
険
法
第
１
条
は
、

「
憲
法
第
２
５
条
第
２
項
に
規
定
す

る
理
念
に
基
づ
き
」
と
目
的
を
謳
い
、

厚
生
年
金
保
険
法
第
１
条
は
、
「
労

働
者
の
老
齢
、
障
害
又
は
死
亡
に
つ

い
て
保
険
給
付
を
お
こ
な
い
、
労
働

者
及
び
そ
の
遺
族
の
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。

現
行
の
給
付
水
準
は
、
く
ら
し
を

賄
え
る
も
の
で
は
な
く
、
物
価
高
騰

に
も
対
応
で
き
ず
国
民
に
一
層
の
将

来
不
安
を
あ
た
え
て
い
る
。

女
性
の
年
金
は
85
％
が
月
10
万
円

以
下
で
、
国
民
年
金
は
40
年
間
保
険

料
を
納
付
し
て
も
月
６
８
，
０
０
０

円
と
極
め
て
低
い
。
第
２
次
安
倍
政

権
以
降
の
12
年
間
で
、
消
費
者
物
価

指
数
と
比
べ
て
年
金
額
は
実
質
７.

８
％
減
額
さ
れ
、
増
税
と
医
療
・
介

護
保
険
料
な
ど
の
負
担
増
で
、
可
処

分
所
得
は
さ
ら
に
大
き
く
減
少
し
た
。

政
府
は
２
０
２
５
年
、
公
的
年
金

の
「
法
改
正
」
の
た
め
に
法
案
提
出

を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
問
題
点
は
、
①
年
金
引
下
げ

の
仕
組
み
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

の
継
続
、
②
遺
族
厚
生
年
金
の
改
悪

で
あ
る
。

①
は
、
受
給
者
の
実
態
・
給
付
水
準

の
把
握
・
議
論
も
不
十
分
の
ま
ま
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
さ
ら
に
年
金

減
額
を
続
け
る
と
い
う
も
の
だ
。

物
価
を
上
回
る
年
金
の
引
き
上
げ

と
低
年
金
解
消
の
た
め
に
年
金
底
上

げ
こ
そ
が
必
要
だ
。

②
遺
族
厚
生
年
金
で
は
、
60
歳
未
満

の
妻
の
遺
族
年
金
は
終
身
年
金
だ
っ

た
も
の
が
５
年
で
打
ち
切
り
と
な
り
、

受
給
者
の
権
利
を
大
幅
に
後
退
さ
せ

る
も
の
。

こ
れ
以
上
の
水
準

切
り
下
げ
を
許
さ
な
い
！

全
日
本
年
金
者
組
合
は
こ
れ
に
反

対
し
て
以
下
の
改
善
を
求
め
て
闘
う
。

１

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃
止

し
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
完
全
実
施
を
基

本
と
し
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
年
金

額
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

①
厚
生
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
は
、
２
０
２
５
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
。

②
国
民
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
も
厚
生
年
金
と
同
時
に
終
了
さ

せ
る
こ
と
。

２

基
礎
年
金
拠
出
金
は
現
行
制
度

を
基
本
と
し
、
国
民
年
金
勘
定
が
負

担
す
る
拠
出
金
財
源
が
不
足
す
る
場

合
は
、
国
庫
で
負
担
し
、
厚
生
年
金

勘
定
か
ら
負
担
す
る
仕
組
み
は
行
わ

な
い
こ
と
。

３

年
金
の
底
上
げ
措
置
を
行
う
こ

と
①
全
て
の
高
齢
者
に
老
齢
基
礎
年

金
の
国
庫
負
担
額
は
納
付
期
間
に
関

わ
ら
ず
、
一
律
34
万
円
と
し
、
低
年

金
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
。

②
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額
は
、
生

活
保
護
基
準
を
上
回
る
水
準
と
す
る

こ
と
。

４

低
年
金
の
改
善
を
図
る
た
め
、

老
齢
厚
生
年
金
の
額
計
算
の
基
礎
と

な
る
平
均
報
酬
月
額
の
最
低
保
証
額

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

５

年
金
の
支
給
は
、
隔
月
払
い
か

ら
毎
月
払
い
に
改
善
す
る
こ
と
。

６

年
金
積
立
金
を
計
画
的
に
取
り

崩
し
、
給
付
の
改
善
や
保
険
料
引
き

下
げ
の
財
源
に
回
す
こ
と
。

年
金
引
下
げ
違
憲
裁
判
の

意
義
と
広
が
る
国
民
的
共
感

年
金
引
下
げ
は
、
憲
法
第
25
条
に

違
反
し
て
い
る
。
国
連
は
社
会
権
規

約
違
反
と
し
て
日
本
政
府
に
２
度
の

勧
告
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
は
大
義

あ
る
闘
い
で
あ
る
。

年
金
裁
判
は
敗
訴
続
き
だ
が
、
私

た
ち
の
ね
ば
り
強
い
闘
い
に
よ
っ
て

以
下
の
前
進
が
あ
る
。

①
年
金
支
給
日
に
テ
レ
ビ
が
取
材
す

る
よ
う
に
な
り
、
年
金
生
活
者
の
厳

し
い
様
子
を
告
発
し
、
日
本
の
低
年

金
が
社
会
問
題
化
し
て
き
た
。

②
三
浦
裁
判
官
の
補
足
意
見
で
も

「
給
付
を
受
け
る
年
金
額
が
減
少
す

る
う
え
、
こ
の
よ
う
な
年
金
額
の
給

付
の
み
で
は
、
他
に
収
入
資
産
等
の

少
な
い
者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

ず
、
そ
の
こ
と
は
近
年
に
お
け
る
生

活
保
護
の
被
保
護
世
帯
の
高
齢
化
等

の
状
況
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

‥
‥

そ
う
い
う
困
っ
た
困
窮
し
て
い

る
方
に
対
し
て
、
政
治
の
責
任
で
手

当
て
す
べ
き
で
あ
る
」
と
言
わ
し
め

て
い
る
。

③
年
金
の
闘
い
が
全
労
連
を
は
じ
め

と
し
た
現
役
労
働
者
の
共
同
し
た
闘

い
に
発
展
し
て
い
る
。

最
低
保
障
年
金
制
度
の
確
立

め
ざ
し
国
民
的
な
大
運
動
を
！

日
本
年
金
者
組
合
は
、
最
低
保
障

年
金
を
提
言
し
て
い
る
。

①
全
て
の
日
本
国
内
在
住
者
を
対
象

に
65
歳
か
ら
月
額
８
万
円
支
給

②
要
件
は
20
歳
以
降
10
年
間
日
本
国

内
に
在
住

を
主
と
し
て
い
る
。
最
低
保
障
年
金

は
世
界
の
流
れ
で
あ
る
。

こ
れ
と
同
時
に
政
府
の
年
金
改
悪

の
攻
撃
を
許
さ
ず
、
「
現
役
労
働
者

の
保
険
料
を
安
く
、
事
業
主
７
対
労

働
者
３
に
」
「
中
小
企
業
に
は
大
幅

助
成
を
」
等
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
は
、
総
選
挙
で
の
自

民
・
公
明
政
権
過
半
数
割
れ
を
活
か

し
、
国
民
要
求
の
実
現
の
闘
い
と
結

び
合
わ
せ
た
大
運
動
が
必
要
だ
。

こ
れ
か
ら
も
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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第
３
３
回
東
京
の
つ
ど
い
分
科
会
・
講
座
紹
介
（
３
）

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
」
を
問
う

(

第
１
講
座
後
半)

年
金
は
人
権
！

～
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
を
～

講
師

全
日
本
年
金
者
組
合
書
記
長

木
田

保
男

氏

（
こ
の
学
習
会
は
年
金
法
案
が
提
出
さ
れ
る
前
、
２
月
20
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
）



現
在
、
日
本
の
多
く
の
医
療
機

関
や
介
護
事
業
所
が
、
経
営
危
機

に
瀕
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
部

の
特
別
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
月
12
日
に
日
本
医
療
法
人
協

会
な
ど
６
団
体
が
記
者
会
見
を
行

い
、
全
国
の
病
院
の
６
割
以
上
が

赤
字
と
な
っ
て
い
る
と
公
表
し
ま

し
た
。

物
価
高
騰
で
医
薬
品
や
医
療
材

料
の
価
格
や
光
熱
費
が
値
上
が
り

し
、
国
が
定
め
る
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
で
賄
う
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
子
高

齢
化
に
伴
い
、
医
療
や
介
護
の
ニ
ー

ズ
は
増
え
続
け
る
一
方
で
、
そ
れ

を
支
え
る
人
材
は
圧
倒
的
に
不
足

し
て
い
ま
す
。

経
営
悪
化
の
中
で
賃
金
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
ず
に
、
若
い
世
代

が
医
療
・
介
護
現
場
を
離
れ
て
い

き
、
深
刻
な
人
員
不
足
に
な
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
病
院
で
看
護
師

が
集
ま
ら
ず
、
病
棟
を
休
止
し
て

い
る
病
院
が
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
消
費
税
の
増
税
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
医

療
や
介
護
事
業
所
は
、
医
療
材
料

費
な
ど
に
か
か
る
消
費
税
の
内
、

控
除
で
き
な
い
消
費
税
を
負
担
し

て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
税
率
10
％
と
な

り
、
物
価
高
騰
も
相
ま
っ
て
、
負

担
す
る
消
費
税
額
は
２
０
１
８
年

比
で
昨
年
は
50
％
増
し
に
な
っ
て

い
ま
す
。

経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
は
、
閉

院
や
事
業
所
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
昨
年
９
月
末
に
武
蔵
野

市
で
二
次
救
急
を
担
っ
て
い
た
病

院
が
突
然
休
止
し
、
廃
院
を
決
め

ま
し
た
〝
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼

れ
る
病
院
が
な
く
な
る
”
す
で
に

医
療
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

病
院
や
介
護
施
設
が
な
く
な
れ

ば
、
住
民
は
必
要
な
時
に
適
切
な

医
療
や
介
護
を
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
救
急
搬
送
に
時
間
が
か

か
っ
た
り
、
遠
く
ま
で
通
院
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
と
、

い
の
ち
と
生
活
に
大
き
な
支
障
が

出
ま
す
。

小
泉
構
造
改
革
の
２
０
０
６
年

に
救
急
車
が
た
ら
い
回
し
さ
れ
、

脳
出
血
と
な
っ
た
妊
婦
が
死
亡
し

た
事
例
が
想
起
さ
れ
、
医
療
・
介

護
崩
壊
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
自
民
・
公
明
・

維
新
の
会
は
「
医
療
費
４
兆
円
削

減
」
「
11

万
床
の
病
床
削
減
」

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
」

で
合
意
し
ま
し
た
。
医
療
機
関
へ

兵
糧
攻
め
を
行
い
、
窮
地
に
立
た

さ
れ
た
病
院
に
病
床
削
減
を
迫
る
、

と
ん
で
も
な
い
合
意
で
す
。

企
業
と
国
民
が
負
担
し
て
い
る

社
会
保
険
料
負
担
軽
減
を
口
実
に

し
て
い
ま
す
が
、
国
庫
負
担
を
も

と
に
戻
せ
ば
よ
い
こ
と
で
す
。

財
源
は
こ
の
３
年
ぐ
ら
い
で
４
兆

円
増
加
し
た
軍
事
費
を
削
れ
ば
賄

え
る
は
ず
で
す
。
税
金
を
使
う
べ

き
と
こ
ろ
が
間
違
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
と
は
、
市
販

薬
で
販
売
さ
れ
て
い
る
風
邪
薬
や

ア
レ
ル
ギ
ー
薬
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
な
ど
で
利
用
す
る
保
湿
剤
な

ど
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
で
処
方

し
て
も
保
険
適
用
か
ら
外
す
制
度

で
す
。
せ
っ
か
く
子
ど
も
の
医
療

費
無
償
化
が
進
ん
で
も
保
険
外
負

担
が
増
え
、
医
療
機
関
へ
の
受
診

を
控
え
、
薬
局
で
市
販
薬
だ
け
で

済
ま
す
こ
と
が
増
え
ま
す
。
風
邪

と
思
っ
て
市
販
薬
だ
け
で
対
処
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
実
は
他
の
疾
患

だ
っ
た
場
合
に
治
療
が
遅
れ
、
重

症
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

７
月
３
日
公
示
・
20
日
投
票
で

参
議
院
選
挙
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
医
療
費
削
減
政
策
を

す
す
め
る
自
公
与
党
と
そ
れ
を
補

完
す
る
維
新
の
会
、
国
民
民
主
党
、

参
政
党
に
審
判
を
下
し
、
い
の
ち

と
暮
ら
し
が
最
優
先
さ
れ
る
政
治

を
実
現
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。好

き
で
病
気
に
な
る
人
は
い
ま

せ
ん
。
多
く
の
人
に
社
会
保
障
費

削
減
の
愚
を
知
ら
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

（
東
京
民
医
連

山
根
）
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こ
れ
で
良
い
の
か
、
国
民
の
医
療
？

い
ざ
と
い
う
と
き
に

頼
れ
る
病
院
が
な
く
る

！

葛
飾
で
は
、
補
聴

器
購
入
に
対
す
る
助

成
制
度
が
、
早
期
に

実
現
し
て
い
ま
し
た

が
、
助
成
金
額
は
３

５
，
０
０
０
円
で
据

え
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。葛

飾
高
齢
者
懇
談

会
は
、
毎
年
補
聴
器

購
入
助
成
の
改
善
を

対
区
要
望
書
に
加
え

て
区
へ
要
請
、
今
年

の
予
算
に
10
月
よ
り

住
民
税
非
課
税
世
帯

の
場
合
１
４
４
，
９

０
０
円
、
住
民
税
課

税
の
場
合
７
２
，
４

５
０
円
の
助
成
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

葛
飾
高
齢
者
懇
談
会
は
、
さ
ら

に
、
区
に
対
し
て
４
月
か
ら
の
実

施
を
求
め
る
要
望
を
提
出
し
、
区

議
会
各
派
に
も
４
月
実
施
へ
の
協

力
を
要
請
し
て
回
り
ま
し
た
。

６
月
12
日
葛
飾
高
齢
者
懇
談
会

が
葛
飾
区
高
齢
者
支
援
課
と
の
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
10

月
実
施
と
し
て
い
た
補
聴
器
助
成

制
度
を
７
月
１
日
か
ら
受
付
を
開

始
す
る
と
い
う
回
答
が
あ
り
、

「
広
報
か
つ
し
か
」
６
月
25
日
号

に
助
成
制
度
の
内
容
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

粘
り
強
い
取
り
組
み
で
、
要
望

し
て
い
た
こ
と
が
若
干
で
す
が
前

倒
し
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

葛
飾
高
齢
者
懇
談
会
は
、
相
談

窓
口
や
、
周
知
の
方
法
、
65
歳
か

ら
74
歳
ま
で
無
料
で
実
施
さ
れ
る

「
耳
の
健
康
診
査
」
を
75
歳
以
上

も
対
象
に
す
る
こ
と
、
な
ど
を
区

に
提
案
し
て
懇
談
し
ま
し
た
。

葛飾で補聴器購入助成前倒し実施
高齢者懇談会が早期実施を要請



６
月
24
日
、
豊
島
区
東
部
区
民
事

務
所
で
第
38
回
日
本
高
齢
者
大
会
in

さ
い
た
ま
東
京
実
行
委
員
会
の
第
２

回
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

急
速
な
軍
拡
が
進
み
、
医
療
、
介

護
を
は
じ
め
社
会
保
障
の
破
滅
的
な

破
壊
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

中
で
「
分
断
・
対
立
か
ら
共
感
・
連

帯
へ
、
築
こ
う
平
和
と
人
の
尊
厳
」

を
掲
げ
て
開
か
れ
る
第
38
回
日
本
高

齢
者
大
会
の
意
義
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
実
行
委
員
会
で
は
、
大
会
の

企
画
を
担
当
す
る
日
本
高
連
吉
岡
代

表
委
員
か
ら
講
座
、
分
科
会
、
全
体

会
の
企
画
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
東

京
と
し
て
①
「
日
本
高
齢
者
人
権
宣

言
」
を
基
礎
に
、
高
齢
者
の
要
求
を

実
現
す
る
運
動
を
大
き
く
広
げ
て
、

高
齢
者
大
会
を
む
か
え
よ
う

②
高

齢
者
大
会
に
む
け
て
地
域
実
行
委
員

会
を
開
こ
う

③
東
京
の
運
動
を
高

齢
者
大
会
に
持
ち
寄
り
全
国
の
運
動

を
持
ち
帰
ろ
う

④
３
万
部
の
東
京

独
自
ビ
ラ
を
作
り
ｗ
ｅ
ｂ
を
含
め
大

規
模
な
参
加
を
よ
び
か
け
よ
う
と
い

う
提
起
が
行
わ
れ
、
12
日
の
全
体
会

に
東
京
か
ら
１
，
０
０
０
人
の
参
加

を
め
ざ
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

三
多
摩
か
ら
は
、
小
平
で
90
歳
を

越
え
る
母
を
介
護
疲
れ
で
殺
し
た
事

件
が
起
き
た
。
高
齢
期
運
動
と
し
て

こ
ん
な
こ
と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い

よ
う
な
運
動
を
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
と
の
問
題
提
起
が
さ
れ
、
高
齢
者

大
会
に
つ
い
て
は
、
全
体
会
へ
の
東

京
か
ら
千
人
の
目
標
の
半
分
は
三
多

摩
か
ら
参
加
を
実
現
し
た
い
。
バ
ス

を
出
す
こ
と
を
含
め
相
談
し
て
い
く

と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

葛
飾
か
ら
は
、
補
聴
器
補
助
の
前

倒
し
（
別
記
事
参
照
）
を
実
現
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
葛
飾
は
区
長
区

議
選
が
11
月
と
い
う
厳
し
い
中
だ
が

高
齢
者
大
会
参
加
組
織
を
頑
張
り
た

い
と
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
保
健
生
協
所
属
で
実
委
の
事

務
局
を
担
う
メ
ン
バ
ー
は
、
７
月
26

日
に
東
京
保
健
生
協
の
理
事
会
で
時

間
を
割
い
て
も
ら
っ
て
訴
え
る
予
定

で
あ
る
、
団
体
の
枢
要
な
会
議
で
の

訴
え
、
機
関
誌
な
ど
へ
の
掲
載
の
依

頼
、
た
よ
り
配
布
へ
の
チ
ラ
シ
の
同

封
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
生
か
し

て
広
げ
る
こ
と
が
参
加
組
織
の
成
功

の
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し

た
。東

京
社
保
協
の
参
加
者
は
、
青
年

の
立
場
か
ら
と
マ
イ
ク
を
取
り
、
今

年
11
月
東
京
で
ピ
ー
ス
エ
ッ
グ
２
０

２
５
が
開
か
れ
る
。
青
年
が
平
和
に

つ
い
て
合
宿
し
て
語
り
合
う
。
ぜ
ひ

協
力
共
同
を
、
高
齢
者
大
会
へ
も
10

代
20
代
の
青
年
と
と
も
に
参
加
し
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
の
参
加
者
か
ら
、
今

年
、
私
の
年
金
が
わ
ず
か
に
上
が
っ

た
が
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
で
物
価

の
上
昇
に
追
い
付
か
ず
実
質
目
減
り

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
額
が

上
が
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
非
課
税
か

ら
課
税
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
と

怒
り
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
土
建
か
ら
は
シ
ニ
ア
友
の
会

の
担
当
書
記
の
方
が
参
加
し
、
高
齢

者
大
会
の
め
ざ
す
「
一
人
ぼ
っ
ち
を

つ
く
ら
な
い
」
と
い
う
目
標
は
、
東

京
土
建
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
と
一
致
し

て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

新
日
本
歌
人
協
会
か
ら
は
全
国
組

織
の
担
当
者
が
参
加
し
、
戦
争
に
反

対
し
平
和
を
求
め
る
団
体
で
あ
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
、
関
東
の
５
県
く
ら

い
で
歌
人
と
し
て
の
実
行
委
員
会
を

作
る
こ
と
、
今
年
も
全
国
の
人
か
ら

短
歌
を
集
め
て
分
科
会
を
行
う
こ
と
、

独
自
に
ｗ
ｅ
ｂ
配
信
も
行
う
こ
と
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
東
京
実
行
委
員
会
委
員
長

の
千
野
律
子
年
金
者
組
合
東
京
都
本

部
執
行
委
員
長
が
、
東
京
の
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
高
齢
者
大
会
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
と
訴
え
て
会
議
を
閉

じ
ま
し
た
。

東
京
実
行
委
員
会
は
、
団
体
、
地

域
に
広
く
呼
び
か
け
８
月
26
日
14
時

か
ら
豊
島
区
東
部
区
民
事
務
所
で
大

き
い
会
場
を
確
保
し
て
、
日
本
高
齢

者
大
会
in
さ
い
た
ま
に
む
け
て
東
京

実
行
委
員
会
拡
大
会
議
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
今
か
ら
日
程
を
あ
け
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。(

菅
谷)
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第
38
回
日
本
高
齢
者
大
会

in
さ
い
た
ま

東
京
実
行
委
員
会
第
２
回
会
議

今
年
の
日
本
高
齢
者
大
会
へ
の
東

京
か
ら
の
参
加
は
チ
ケ
ッ
ト
方
式
で

行
い
ま
す
。
参
加
費
は
、
会
場
へ
の

参
加
が
１
日
２
，
５
０
０
円
、
ｗ
ｅ

ｂ
参
加
は
１
日
１
，
０
０
０
円
で
す
。

７
月
半
ば
に
配
布
さ
れ
る
大
会
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
、
各
団
体

に
11
日
の
講
座
分
科
会
、
12
日
の
全

体
会
の
チ
ケ
ッ
ト
が
送
ら
れ
ま
す
。

各
団
体
、
地
域
で
参
加
者
に
チ
ケ
ッ

ト
を
販
売
し
ま
す
。
参
加
者
は
当
日

チ
ケ
ッ
ト
を
も
っ
て
「
東
京
」
受
付

に
寄
り
、
高
齢
者
大
会
の
し
お
り
・

参
加
証(

ワ
ッ
ペ
ン)

お
よ
び
当
日
資

料
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
事

前
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
）

チ
ケ
ッ
ト
は
、
地
域
の
実
行
委
員

会
、
年
金
者
組
合
の
各
支
部
、
東
京

実
行
委
員
会
や
東
京
高
齢
期
運
動
連

絡
会
に
参
加
し
て
い
る
団
体
が
扱
い

ま
す
。
な
お
、
地
域
な
ど
で
設
置
す

る
ｗ
ｅ
ｂ
会
場
に
参
加
す
る
場
合
は
、

参
加
チ
ケ
ッ
ト
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月
半
ば
の

発
送
文
書
、
お
よ
び
東
京
高
齢
期
運

動
連
絡
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

第
38
回
日
本
高
齢
者
大
会

東
京
か
ら
の
参
加
は
チ
ケ
ッ
ト
方
式
で
す

運動資金カンパのお願いは続いています
東京の高齢期運動の推進のために、東京高齢期運

動連絡会運動資金100万円カンパを行っています。

引き続き幅広いご協力をお待ちしています。

ご協力いただける場合は運動資金カンパと明記し

て振り込んでください。

郵便振替口座（記号･番号）00160-4-357421（口座

名）東京高齢期運動連絡会

問い合わせは、事務局長 菅谷 会計担当早川へ


